
Keyword

その他の研究テーマ

「第３のイノベーション」理論を実現させる
事業企画・組織開発の手法

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

第３のイノベーションの考え方に
沿って、中核商品の価値を高め
るアイデアを出します。

●新しい事業を考えたり、起こして
いくことを求められているけども、
どうしたらいいかわからない。

・「学習する組織」を組織の中に生み出す研究／個人の非認知能力を高める方法の研究
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本研究は、MITスローン・スクールのデビッド・ロバートソン
の提唱する「第３のイノベーション」理論に基づき、それを企
業の事業企画や組織開発へとスムーズにつなげるための研
究である。
企業の業績を改善するような事業企画が実現するには、
従業員の積極的な参画が欠かせない。そこで従業員の経験
や発想をより効果的かつスムーズに引き出すための方法とし

て、プラスチックのブロックを使ったワークショップ手法と組み
合わせていくことで、それをより確実にかつ効果的に実現さ
せる。
これまでの実績として、ある卸売の会社でワークショップを
行い、その会社の従業員の意識に良い影響を与え、期待の
もてる事業企画アイデアを出すことができた。

第３の
イノベーション

●企業における中核的な製品・サービスを大きく変更すること「なく」、その製品・
サービスの価値を高める周辺的ビジネス・システムを構築するという戦略のこと
である。

Point

レゴ
シリアスプレイ

Point

第３のイノベーション、事業企画、組織開発

●人間のもつ、言葉にしにくい感覚や発想をレゴブロックを使って引き出し、人々
の参加感情を高め、生産的な対話へとつなげていく手法である。従業員や顧
客が普段感じているが、語っていないことを引き出していく。

●従業員の気持ちを改めて会社
へと向け、改善アイデアがど
んどん出てくる会社にしたい。

従業員の気持ちをワークショップ
で高め、アイデアを引き出す場を
つくります。

アイデアを連結したビジネス
システムができます。

従業員が積極的に意見を出す
職場ができます。


